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１．はじめに
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佐賀市の紹介
佐賀市は、平成１７年１０月に佐賀市、

諸富町、大和町、富士町及び三瀬村が
合併して誕生しました。さらに、平成１９
年１０月には、川副町、東与賀町及び久
保田町と合併しています。

佐賀市は、北は脊振山系を境に福岡
市と隣接し、南は有明海に面しており、
山から海まで豊かな自然環境に恵まれ
ています。また、秋には、風物詩となって
いるバルーンフェスタが開催されます。

面積 ４３１．４２ｋ㎡

人口 ２３６，３５７人（平成２２年９月末現在）

佐賀市
福岡

バルーンフェスタ
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嘉瀬川の概要

嘉瀬川は、佐賀市三瀬村脊振山系を源
に、佐賀平野を南流して、有明海に注ぐ、
幹川流路延長５７ｋｍ、流域面積３６８ｋ㎡
の一級河川です。

また、嘉瀬川は、古くから流域の治水、利水、
環境上重要な河川ですが、中流部では周囲より
川底が高い天井川となっているため、
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ひとたび堤防が破堤した場合、その
被害は甚大なものとなります。



主な洪水の記録

昭和２４年８月台風

浸水家屋２５，５５２戸、堤防決壊７８箇所

昭和２８年６月豪雨

浸水家屋 ３１，０３２戸

１日最大雨量３６６．５ｍｍ、１時間最大雨量７２．３ｍｍ

＊嘉瀬川左岸堤防（現在の佐賀市鍋島町）が決壊

昭和３８年６月豪雨

全壊２９戸、流出家屋８戸、浸水家屋１，２７４戸

平成２年７月豪雨

浸水家屋１４，１１０戸、農地冠水２，４１３ｈａ
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出典：筑後川河川事務所HPほか



堤防決壊箇所（鍋島） 浸水状況（嘉瀬）

決壊３０日後（鍋島）浸水状況（大財）

昭和２８年水害の写真
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平成２年水害の写真
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２．嘉瀬川防災ステーション
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河川防災ステーションについて

河川防災ステーション（以下、「防災ステーション」とい
う）は、洪水などで堤防が破堤した場合に備え、水防
資材（土砂、根固めブロックなど）を備蓄するために、
国が整備する施設です。

災害が発生した場合、防災ステーションは、迅速な復
旧を行うための活動拠点となります。

防災ステーションの整備に併せて、市町村等が水防
活動を円滑に行う拠点として、「水防センター」を整備
することが望ましいとされています。

「嘉瀬川防災ステーション」は、九州内では８箇所目、
佐賀県内では初の防災ステーションです。
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九州内の防災ステーション

名称 河川名

川内川栗野防災ステーション 川内川

大野川

肝属川

緑 川

筑後川

遠賀川

白 川

嘉瀬川

大野川高田地区防災ステーション

肝属川打馬地区防災ステーション

宇土市防災ステーション

久留米西部河川防災ステーション

遠賀川飯塚地区防災ステーション

熊本市小島河川防災ステーション

嘉瀬川防災ステーション

整備主体 完成年度

① 川内川河川事務所

大分河川国道事務所

大隈河川国道事務所

熊本河川国道事務所

筑後川河川事務所

⑥ 遠賀川河川事務所 平成１４年度

⑦ 熊本河川国道事務所 平成１５年度

筑後川河川事務所

平成１０年度

② 平成１１年度

③ 平成１２年度

④ 平成１２年度

⑤ 平成１４年度

⑧ 平成２１年度
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嘉瀬川防災ステーション概要

佐賀市

水防センター

ヘリポート

土砂備蓄場
（多目的広場）

資材備蓄スペース

嘉瀬川

駐車場

水防活動スペース

１０

・敷地面積
約１６，０００㎡

・備蓄資材
土砂 約１８，０００㎥
砕石 約５００㎥
その他 水防資材



備蓄資材等

根固めブロック シェルトン

平成２２年７月の出水では、晴気川（県管理）の緊急復旧に使用土砂（平常時は多目的広場として使用）

２ｔ（層積用） 200個
２ｔ（乱積用） 350個
５ｔ 250個
３ｔ 430個

３ｍ 400本
８ｍ 180本

１１



佐賀平野大規模浸水危機管理計画
(平成19年5月策定)

国国

県県

市・町市・町

民間民間

連携・協力連携・協力・武雄河川事務所
・筑後川河川事務所
・佐賀国道事務所
・陸上自衛隊
・海上保安庁
・佐賀気象台

・佐賀市
・白石町

・佐賀県

・西日本高速道路
・ＮＨＫ佐賀(オブザーバー)

協力連携機関 （危機管理対策検討会メンバー）
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佐賀平野における大規模浸水時の被害最小化を目的として、各機関が連携して取り組む対策等
をとりまとめたもので、当計画に嘉瀬川防災ステーションが位置づけられています。



嘉瀬川防災
ステーション

広域応援緊急輸送路ネットワーク
１３

防災ステーションは、嘉瀬川における、洪水等の際の応急復旧を行うだけでなく、緊急輸送
路ネットワークを使用し、佐賀平野における河川災害への復旧など広域的に対応します。



嘉瀬川防災ステーション利活用検討会の実施

●平成２０年１０月１７日

第１回嘉瀬川防災ステーション利活用検討会

●平成２０年１１月２８日

第２回嘉瀬川防災ステーション利活用検討会

●平成２１年１月２８日

第３回嘉瀬川防災ステーション利活用検討会

平成20年度利活用検討会状況

１４

災害時の効果的な緊急復旧活動や通常時の有効的な利活用の
両目的を達成するため、ステーションの施設や利用方法等につ
いて、住民や学識者を交えて検討しています。



３．佐賀市水防センター
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施設概要

名 称 佐賀市水防センター

所 在 佐賀市嘉瀬町大字荻野地先

構 造 軽量鉄骨造平屋建て

面 積 ３１２．５３㎡（延床面積）

工事費 ４２，７４５千円

運用開始 平成２２年４月～
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施設レイアウト

会議室
水防資材倉庫

水防活動
 司令室  玄関

ホール

給
湯
室

ト
イ
レ

（98㎡）

（92㎡）

ピロティ

（17㎡）

※トイレは屋内外兼用

設 備 内 容

水防資材倉庫 水防活動用資材（土のう袋、スコップ、木杭、掛矢など）

水防活動司令室 電話、ＦＡＸ、パソコン

会議室 水防団の会議や休憩室として利用できるスペース

その他の設備 玄関ホール、トイレ、シャワー室、給湯室など
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災害時の利用について

災害時には、現地対策本部機能や水防活動の長期
化に備えた機能、また水防活動に必要な情報収集
が可能な機能などを有する施設として、市や消防団
などが水防活動を円滑に行うことができるよう利用
します。

（イメージ）
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平常時の利用について

施設の維持管理及び開放業務は、地元の管理団体
に委託し、以下のような用途でも利活用しています。

・水防、防災の学習の場

・地域のイベント

・バルーン関連イベント

利用方法

・申込方法 ＦＡＸ等による事前申し込み

・利用時間 １０：００～１７：００

・利用できない日

災害時、市で使用するとき、水曜日、年末年始
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平常時の利活用（防災訓練など）

佐賀市消防団水防訓練佐賀市消防団水防訓練

佐賀平野大規模浸水危機管理対策演習（ＤＩＧ）
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嘉瀬校区防災訓練



平常時の利活用（地域のイベントなど）

嘉瀬町かかし祭り

グラウンドゴルフ

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ
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